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全

国

の

仲

間

達

と

共

に

事
務
局
長
　
寺
田
貞
治

太
平
洋
戦
争
末
期
、
本
土
決
戦
の
た
め

日
本
各
地
で
地
下
壕
が
掘
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
今
日
本
の
各
地
で
こ
れ
ら
の
地

下
壕
に
つ
い
て
多
く
の
人
達
が
調
べ
て
い

ま
す
。
み
ん
な
思
い
は
、
私
た
ち
と
同
じ

で
す
。い
つ
ま
で
も
戦
争
の
な
い
平
和
な
世
の

中
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
た
め
に
も
戦
争

の
こ
と
を
風
化
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
、

私
達
と
同
じ
よ
う
に
活
動
し
て
い
る
グ
ル

ー
プ
や
人
達
が
い
ま
す
。

私
達
は
、
こ
う
し
た
全
国
に
ち
ら
ば
っ

て
活
動
し
て
い
る
仲
間
達
と
、
連
帯
し
な

が
ら
地
下
壕
の
保
存
と
公
開
に
向
け
て
、

更
に
活
動
を
活
発
に
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
会
員
数
も
3
0
0
名
近
く
に

な
り
、
か
な
り
広
が
り
を
見
せ
て
来
つ
つ

あ
り
ま
す

会
員
の
皆
さ
ん
も
、
ど
し
ど
し
会
の
活

動
に
参
加
し
て
下
さ
っ
て
、
一
日
も
早
く

目
的
が
達
せ
ら
れ
ま
す
よ
う
、
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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地

下

壕

見

学

会

の

お

知

ら

せ

日

時

　

9

月

2

日

年

後

1

時

半

集
合
場
所
　
日
吉
地
区
セ
ン
タ
ー

日
吉
駅
西
口
徒
歩
約
7
分

携
行
品
　
長
靴
、
懐
中
電
灯

注
意
　
子
供
の
参
加
は
お
断
り
し

ま
す
。
民
家
の
屋
敷
か
ら

入
ら
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
l

案
内
者
の
指
示
に
従
っ
て

行
動
し
て
下
さ
い
。

お

願

い

（
地
下
壕
見
学
に
つ
い
て
）

最
近
、
地
下
壕
に
無
断
で
勝
手

に
入
ら
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。

入
口
の
民
家
の
方
か
ら
苦
情
が
出

て
い
ま
す
。
保
存
の
会
の
活
動
に

も
支
障
を
き
た
し
ま
す
の
で
、
御

注
意
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

出
来
る
だ
け
保
存
の
会
の
見
学

会
に
参
加
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。
都
合
が
悪
く
て
他
の
日
に
入

り
た
い
場
合
に
は
一
言
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

第

1

回

幹

事

会
報
告

日

時

　

5

月

2

2

日

午

後

5

時

場
所
　
藤
山
記
念
館
中
会
議
室

報
告
事
項
　
事
務
局
長
よ
り

1
．
会
員
数
＝
2
6
7
名

（
5
月
2
1
日
現
在
）

団
体
会
員
＝
1
組

賛
助
会
員
＝
4
名

2
．
会
計

収

入

＝

1

6

9

5

2

8

円

支

出

＝

2

1

2

1

5

円

残

額

＝

1

4

8

3

1

3

円

3
．
3
月
1
7
日
‥
会
報
第
5
号

を
印
刷
・
発
行

4
．
3
月
2
9
日
‥
総
会
の
資
料

を
印
刷

5
．
4
月
2
日
‥
市
ヶ
谷
の
自
衛

隊
駐
屯
地
の
旧
陸
軍
参
謀
本

部
の
地
下
壕
を
見
学

6
．
4
月
6
日
‥
総
会
の
ビ
ラ
を

印
刷
，
学
内
に
配
布
。

7
．
4
月
7
日
‥
第
2
回
総
会

2
5
名
参
加
（
横
浜
市
長
選

の
た
め
か
少
な
か
っ
た
）

8
．
5
月
7
日
‥
会
報
第
6
号
を

印
刷
・
発
行

9
．
5
月
8
日
‥
区
役
所
か
ら
市

に
提
出
す
る
報
告
書
に
就
い

て
話
を
聞
く
。
か
な
り
出
来

あ
が
っ
い
る
が
、
ま
だ
完
成

し
て
い
な
い
。
完
成
す
れ
ば

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
会

議
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
あ

った。

1

0

．

5

月

2

6

日

‥

日

吉

台

西

中
学
校
P
T
A
が
地
下
壕
を

見
学
予
定

1

1

．

6

月

2

3

日

‥

港

北

区

の

小
学
校
社
会
科
教
師
の
グ
ル

ー
プ
が
地
下
壕
を
見
学
予
定

議
事
1
．
今
後
の
活
動
計
画
に
つ
い
て

調
査
活
動

（
1
）
朝
鮮
人
労
働
者
の
問
題

栄
団
地
（
鶴
見
川
の
矢
上
川
と

の
合
流
地
点
付
近
）
に
当
時
の

人
が
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

（
2
）
国
会
図
書
館
で
資
料
が
無

い
か
ど
う
か
を
調
べ
る
。
小
園

さ
ん
が
知
人
に
問
い
合
わ
せ
て

み
る
。

（
3
）
神
奈
川
県
の
他
の
地
下
壕

の
調
査
に
就
い
て

皆
川
さ
ん
が
少
し
知
っ
て
い

ら
れ
る
の
で
、
そ
の
資
料
を
見

せ
て
頂
く
。
県
立
図
書
館
に
も

資
料
が
あ
る
。

（
4
）
幹
事
会
で
蟹
ヶ
谷
の
地
下

壕
を
調
査
す
る
。

市
ヶ
谷
の
地
下
壕
の
見
学
会

を
や
る
。

旧
海
軍
警
傭
隊
の
方
に
当
時

の
様
子
を
、
神
奈
川
工
業
高
校

の
方
に
旧
登
戸
研
究
所
の
話
を

聞
く
．

2
．
会
報
第
7
号
は
、
7
月
頃
に

発
行
す
る
．

3
．
そ
の
他

皆
川
氏
よ
り
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
決
め
て
ほ
し
い
と
の
要
望

が
あ
り
検
討
し
た
。

第

2

回

幹

事

会
報
告

日

時

　

6

月

2

2

日

午

後

6

時

場
所
　
藤
山
記
念
館
中
会
議
室

報
告
事
項
　
事
務
局
長
よ
り

1
．
会
員
数
＝
2
8
3
名

（
6
月
2
4
日
現
在
）

団
体
会
員
＝
1
組

賛
助
会
員
＝
4
名

2
．
会
計

収

入

＝

2

2

3

5

2

8

円

支

出

＝

2

1

2

1

5

円

残

額

＝

2

0

2

3

1

3

円

（
1
9
9
0
年
度
会
費
納
入
者

＝

1

8

0

名

）

3
．
5
月
2
6
日
‥
日
吉
台
西
中

学
校
P
T
A
部
活
委
員
会
が

地
下
壕
見
学
。
2
3
名
参
加

4
．
6
月
2
日
‥
八
王
子
市
高
尾

の
地
下
壕
を
見
学
（
寺
田
）

参
加
者
7
0
数
名
。
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5
．
6
月
6
日
‥
「
朝
鮮
人
・
中

国
人
強
制
連
行
・
強
制
労
働

を
考
え
る
全
国
交
流
会
」
へ

の
呼
掛
け
団
体
と
し
て
連
盟

し
て
頂
き
た
い
と
の
要
請
が

あ
っ
た
。
全
国
交
流
会
は
，
名
古
屋

で

8

月

2

5

・

2

6

日

に

行

わ
れ
る
予
定
。

6
．
6
月
7
日
‥
「
松
代
を
考
え

る
会
」
の
山
根
昌
子
氏
よ
り
、

「
韓
国
の
外
国
語
大
学
の
先

生
と
学
生
約
2
0
人
が
6
月

2
8
日
に
き
て
、
松
代
の
地

下
壕
を
見
学
し
た
後
、
松
代

で
開
か
れ
る
3
0
日
・
1
日

の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
に
参
加

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

7
月
2
日
に
は
日
吉
の
地

下
壕
を
見
学
し
た
後
、
交
流

会
を
持
ち
た
い
の
で
宜
し
く

頼
み
た
い
の
だ
が
・
・
」
と

い
う
要
請
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

「
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
な
ど
の
宿

舎
に
就
い
て
も
宜
し
く
頼
み

た
い
」
と
の
話
が
あ
っ
た
．

7
．
6
月
2
3
日
‥
港
北
区
の
小

学
校
社
会
科
教
師
の
グ
ル
ー

プ
が
地
下
壕
を
見
学
予
定

8
．
6
月
2
7
日
‥
下
田
小
学
校

教
員
が
地
下
壕
の
見
学
予
定

幹
事
よ
り

1
．
6
月
9
日
‥
日
吉
台
中
学
で

地
下
壕
を
見
学
・
中
学
生
と

先
生
1
4
名
参
加
（
茂
呂
）

2
．
浦
島
町
に
昔
の
機
関
砲
を
庭

に
置
い
て
い
る
家
が
あ
る
。

（
茂
呂
）

3
．
時
効
な
き
戦
争
責
任
（
緑
風

出
版
）
に
日
吉
台
地
下
壕
の

保
存
運
動
に
就
い
て
書
か
れ

て
い
る
。
（
谷
）

4
．
区
役
所
で
市
に
提
出
す
る
地

下
壕
保
存
に
就
い
て
の
報
告

書
の
素
案
を
作
成
（
寺
田
）

議
事
1
．
「
朝
鮮
人
・
中
国
人
強
制
連

行
・
強
制
労
働
を
考
え
る
全
国

交
流
会
」
へ
の
呼
掛
け
団
体
と

し
て
連
盟
し
て
頂
き
た
い
と
の

要
請
に
就
い
て

保
存
の
会
は
、
地
下
壕
の
保

存
運
動
が
中
心
な
の
で
、
関
連

は
あ
る
が
、
呼
掛
け
団
体
に
な

る
の
は
見
合
わ
せ
る
。

2
．
「
韓
国
の
外
国
語
大
学
と
の

見
学
会
・
交
流
会
」
に
関
す
る

要
請
に
就
い
て

交
流
会
の
場
所
と
し
て
、
藤

山
記
念
館
大
会
議
室
を
午
後
1

時
よ
り
確
保
し
て
あ
る
。

要
請
に
就
い
て
は
受
け
入
れ

る
方
向
で
検
討
す
る
。
但
し
、

も
っ
と
詳
し
い
情
報
を
知
ら
せ

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
至
急

に
問
い
合
わ
せ
る
。
交
流
会
の

司
会
は
、
茂
呂
先
生
に
お
願
い

す
る
。
宿
泊
は
茂
呂
先
生
と
谷

藤
先
生
に
お
願
い
す
る
。
具
体

的
な
受
け
入
れ
準
備
は
電
話
で

す
る
。

3
．
今
後
の
活
動
計
画
に
就
い
て

①
蟹
ヶ
谷
の
地
下
壕
調
査
‥

7

月

1

9

～

2

1

日

、

日
吉
台
中
学
で
予
定

②
市
ヶ
谷
の
地
下
壕
見
学
‥

1

0

月

ご

ろ

③
日
吉
台
地
下
壕
見
学
‥

1

1

月

ご

ろ

③
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
‥

「
旧
登
戸
研
究
所
に
就
い
て
」

④
市
に
提
出
す
る
地
下
壕
保
存

に
就
い
て
の
素
案
の
検
討

次
回
幹
事
会
で
行
う
。

4
．
会
報
第
7
号
は
、
7
月
中
に

発
行
す
る
。

第

3

回

幹

事

会
報
告

日

時

　

7

月

1

1

日

午

後

5

時

半

場
所
　
藤
山
記
念
館
中
会
議
室

報
告
事
項

事
務
局
長
よ
り

1
．
会
員
数
＝
2
8
4
名

（
7
月
1
0
日
現
在
）

団
体
会
員
＝
1
組

賛
助
会
員
＝
4
名

2
．
会
計

収

入

＝

2

3

2

5

2

8

円

支

出

＝

2

1

2

1

5

円

残

額

＝

2

1

1

3

1

3

円

（
1
9
9
0
年
度
会
費
納
入
者

＝

1

8

4

名

）

3
．
6
月
2
3
日
‥
港
北
区
小
学

校
社
会
科
研
究
会
の
教
員
が

地
下
壕
を
見
学
・
矢
上
小
学

校
で
地
下
壕
に
就
い
て
講
演

聞
い
た
後
見
学
。
5
0
数
名

参
加
。

4
．
6
月
2
7
日
‥
連
合
艦
隊
司

令
部
の
電
気
長
を
し
て
い
た

菅
谷
源
作
氏
が
こ
ら
れ
、
2

時
間
ほ
ど
話
を
伺
っ
た
。
そ

の
後
地
下
壕
を
案
内
し
た
。

5
．
6
月
2
7
日
‥
下
田
小
学
校

教
員
が
藤
山
記
念
館
中
会
議

室
で
地
下
壕
の
説
明
を
聞
い

た
後
、
地
下
壕
を
見
学
。

2
6
名
参
加
．

6
．
7
月
2
日
‥
韓
国
外
国
語
大
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学
校
の
朴
菖
熙
教
授
と
学
生

1
3
人
、
他
に
韓
国
の
太
平

洋
戦
争
遺
族
会
の
役
員
2
名

が
地
下
壕
を
3
時
か
ら
6
時

頃
ま
で
見
学
し
た
。

7
．
7
月
2
日
‥
慶
應
生
協
ニ
ュ

ー
ス
教
職
員
版
発
行
。
元
海

軍
人
事
局
に
い
た
若
林
繁
雄

氏
の
話
を
掲
載
。

議
事
1
．
区
か
ら
市
に
提
出
す
る
地
下

壕
の
保
存
に
就
い
て
の
素
案

に
就
い
て
討
議
し
た
。

2
．
今
後
の
活
動
計
画
に
つ
い
て

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
‥
9
月
ご
ろ
開
催

「
登
戸
研
究
所
に
就
い
て
」

見
学
会
‥

＊
日
吉
台
地
下
壕

9

月

2

日

午

後

1

時

3

0

分

日
吉
地
区
セ
ン
タ
ー
集
合

＊
市
ヶ
谷
の
地
下
壕

1

0

～

1

1

月

予

定

3
．
会
報
第
7
号
の
発
行

7
月
中
旬
予
定

4
．
次
回
幹
事
会

9

月

1

8

日

午

後

6

時

日
吉
台
西
中
学
校
P
T
A

地

下

壕

見

学

記

（
5
月
2
6
日
実
施
）

地

下

壕

を

見

学

し

て

中
学
教
員
　
馬
場
　
学

勤
務
先
の
知
合
い
の
方
に
、
た

ま
た
ま
声
を
掛
け
ら
れ
参
加
し
た

訳
で
し
た
が
、
実
際
に
現
地
を
見

た
ら
声
も
で
な
い
く
ら
い
驚
き
ま

し
た
。旧
帝
国
海
軍
の
使
用
し
た
作
戦

壕
は
迷
路
の
よ
う
に
長
く
続
い
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
に
た
た
ず
み
、

皆
さ
ん
と
黙
祷
し
た
と
み
、
私
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
沖
で
輸
送
船
と
一
緒

に
海
に
沈
ん
だ
伯
父
の
こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
。

顔
さ
え
知
ら
ぬ
伯
父
で
す
が
、

地
下
壕
は
悲
し
み
を
呼
び
覚
ま
す

に
十
分
す
ぎ
る
も
の
で
し
た
。

平
和
の
尊
さ
を
か
み
し
め
つ
つ
。

馬
養
　
貞
子

今
回
私
は
2
度
目
の
参
加
で
し

た
。
1
度
目
の
時
は
子
供
の
頃
を

思
い
出
し
、
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
分

で
全
て
が
物
珍
し
く
、
探
検
隊
の

一
員
に
な
っ
た
つ
も
り
で
興
味
深

く
周
囲
を
見
ま
わ
し
た
も
の
で
し

た
。し
か
し
、
2
度
目
の
今
回
は
少

々
違
い
ま
し
た
。
前
回
、
聞
き
に

く
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
話
の

端
々
が
耳
に
残
っ
て
お
り
、
兵
隊

さ
ん
達
が
忙
し
く
動
き
回
っ
て
い

る
様
子
が
想
像
で
き
ま
し
た
。

以
前
、
市
ヶ
谷
の
自
衛
隊
駐
屯

地
に
あ
る
地
下
壕
を
テ
レ
ビ
で
見

ま
し
た
が
、
日
吉
の
そ
れ
と
全
く

と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
同
じ
具
合
い

で
し
た
。
き
っ
と
頭
脳
の
結
集
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。

私
は
戦
後
生
ま
れ
で
兵
隊
さ
ん

を
知
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
叔
父
の

何
人
か
は
戦
死
し
て
お
り
ま
す
。

き
っ
と
こ
の
よ
う
な
地
下
壕
の
中

で
作
戦
が
た
て
ら
れ
、
そ
の
指
示

に
よ
り
動
か
さ
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
在
日
本
の
中
に
水
洗
ト
イ
レ

に
な
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る

と
い
う
の
に
、
地
下
壕
で
は
水
洗

ト
イ
レ
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
な

ど
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。
菌

類
と
は
い
え
植
物
が
生
き
て
い
る

こ
と
も
信
じ
ら
れ
な
い
事
実
で
す

が
、
何
か
ほ
っ
と
す
る
も
の
を
感

じ
ま
し
た
。
あ
の
壕
は
信
じ
ら
れ

な
い
事
実
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て

い
る
秘
密
の
箱
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

日
吉
台
地
下
壕

に
想
う
こ
と

亀
岡
敦
子

昨
年
秋
、
中
学
校
の
P
T
A
の

方
達
と
、
寺
田
先
生
の
案
内
で
旧

海
軍
連
合
艦
隊
司
令
部
の
地
下
壕

を
初
め
て
見
学
し
ま
し
た
。
真
っ

暗
闇
の
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
か
ら
、

紅
葉
の
美
し
い
平
和
な
現
実
に
戻

っ
た
と
き
の
不
思
議
な
感
覚
は
今

も
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

そ
れ
以
来
、
心
に
苦
い
も
の
が
澱

の
よ
う
に
残
っ
て
い
ま
す
．

今
年
5
月
、
再
び
地
下
壕
に
入

り
ま
し
た
。
一
人
一
人
が
手
に
し

た
懐
中
電
灯
だ
け
を
頼
り
に
、
説

明
を
聞
き
な
が
ら
迷
路
の
よ
う
な

長
い
地
下
壕
を
歩
き
ま
す
。

―
こ
こ
が
通
信
室
こ
こ
が
作

戦
会
議
を
し
た
部
屋
。
地
下
壕
作

り
に
は
朝
鮮
人
労
働
者
も
従
事
。

司
令
長
官
の
昼
食
は
、
フ
ラ
ン
ス

料
理
の
フ
ル
コ
ー
ス
―
。

私
は
戦
後
生
ま
れ
だ
け
れ
ど
、

大
戦
末
期
の
一
般
国
民
は
ど
ん
な

暮
し
を
し
て
い
た
か
は
知
っ
て
い

ま
す
。
人
々
は
肝
心
な
こ
と
は
何

も
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で

す
。
最
後
に
灯
を
消
し
て
黙
祷
を
棒
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げ
な
が
ら
、
私
は
本
当
の
こ
と
を

知
り
た
い
、
と
思
い
ま
し
た
。

今
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
。
私

自
身
が
、
白
い
割
烹
着
に
た
す
き

を
か
け
て
、
バ
ン
ザ
イ
、
バ
ン
ザ

イ
と
、
わ
が
子
を
戦
場
に
送
り
出

す
と
い
う
よ
う
な
愚
か
な
罪
を
犯

す
羽
目
に
な
ら
な
い
た
め
に
。

港
北
区
小
学
校

社
会
科
研
究
会

旧

海

軍

地

下

壕

見
学
会
に
つ
い
て
の

ア

ン

ケ

ー

ト

結
果

（
6
月
2
3
日
実
施
）

会
の
形
式
・
企
画
に
つ
い
て

・
事
前
に
説
明
が
あ
っ
た
の
で
、

地
下
壕
に
入
っ
て
か
ら
わ
か
り

や
す
か
っ
た
。

・
O
H
P
の
利
用
な
ど
、
講
義
形

式
が
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。

・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
説
明
が

詳
し
く
て
掴
み
や
す
か
っ
た
。

・
企
画
・
テ
ー
マ
そ
の
も
の
が
魅

力
的
で
あ
っ
た
。

・
内
容
が
詳
し
く
て
良
か
っ
た
が
、

時
間
が
長
す
ぎ
た
。

地
下
壕
に
実
際
に
入
っ
て
か
ら
の

感
想

・
あ
ん
な
所
で
一
千
人
も
働
い
て

い
た
と
は
、
日
本
軍
も
ず
い
ぶ

ん
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
た
ん
だ

と
思
っ
た
。

・
予
想
以
上
に
大
規
模
で
驚
い
た

が
、
日
吉
と
い
う
街
を
再
認
識

し
た
。

・
あ
れ
だ
け
の
物
を
真
剣
に
作
ら

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
当
時
の
時

代
の
背
景
が
実
感
で
き
た
。

・
戦
争
が
一
部
の
軍
人
の
み
の
為

に
あ
っ
た
こ
と
を
痛
感
し
た
。

・
こ
ん
な
身
近
な
と
こ
ろ
に
戦
争

の
残
骸
が
あ
っ
た
こ
と
に
驚
い

た
。

地
下
壕
の
今
後
の
扱
い
方
・
活
用

な
ど
に
つ
い
て

・
保
存
し
て
戦
争
を
考
え
る
資
料

に
す
る
。
広
く
世
間
に
知
ら
し

め
る
べ
き
だ

・
泥
な
ど
を
取
り
除
き
、
い
つ
で

も
見
学
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

・
復
元
し
、
一
般
公
開
す
る
。
宣

伝
も
必
要
で
あ
る
。

・
早
期
公
開
で
き
る
よ
う
、
今
後

も
働
き
か
け
て
行
く
こ
と
が
大

切
だ
。

・
壕
以
外
の
遺
稿
な
ど
も
抱
合
せ

で
公
開
し
て
い
け
ば
よ
い
と
思

う
。

・
太
平
洋
戦
争
に
つ
い
て
学
習
す

る
際
は
、
ぜ
ひ
話
し
て
行
き
た

い
。

・

　

　

・

　

　

・

　

　

・

　

　

・

等
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

大
方
の
意
見
と
し
て
は
、
「
早
期

公
開
」
を
の
ぞ
む
声
が
多
く
、

「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
、

広
く
人
々
の
日
に
触
れ
て
こ
そ
価

値
が
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。

「
公
開
」
に
こ
ぎ
つ
け
る
た
め

に
は
、
人
々
の
「
要
望
」
の
声
の

高
ま
り
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
も
、
今
回
の
よ
う
な
企
画
を

増
や
し
て
賛
同
者
を
広
め
て
い
く

地
道
な
努
力
が
大
切
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
・
・
・
。

（
矢
上
小
学
校
　
久
賀
）

八

王

子

市

高

尾

の

地

下

壕

見

学

記

寺
田
貞
治

京
王
高
尾
駅
を
下
り
る
南
に
小

高
い
山
が
見
え
る
。
こ
の
山
の
下

に
松
代
大
本
営
の
地
下
壕
に
匹
敵

す
る
ほ
ど
の
「
高
尾
地
下
壕
」
が

あ
る
。
図
の
B
の
一
番
東
の
1
5

番
入
口
か
ら
中
に
入
っ
た
。
中
は

地
下
水
も
な
く
ひ
ん
や
り
と
し
て

い
た
。
周
り
の
岩
石
は
硬
い
灰
岩

な
い
し
は
珪
質
砂
岩
の
よ
う
で
あ

った。B
の
一
部
を
見
た
後
、
図
の
A

の
南
側
の
地
下
壕
の
東
に
開
い
た

入
口
を
見
た
。
西
側
に
回
っ
て
3

番
入
口
か
ら
中
に
入
っ
た
。
こ
の

地
下
壕
は
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
掘

ら
れ
て
い
た
。
中
は
非
常
に
広
く

こ
こ
だ
け
で
延
べ
何
k
m
も
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
た
。
高
さ
・
幅
と

も
に
4
m
以
上
も
あ
る
と
こ
ろ
が

多
か
っ
た
。
周
り
の
岩
石
は
B
と

同
じ
で
あ
っ
た
。
所
々
地
下
水
が

た
ま
っ
て
い
た
。
一
時
は
キ
ノ
コ

の
栽
培
や
ワ
イ
ン
の
貯
蔵
に
も
利

用
さ
れ
た
よ
う
で
、
あ
ち
こ
ち
に

キ
ノ
コ
の
栽
培
用
品
な
ど
が
散
乱

し
て
い
た
。
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高
尾
の
地
下
壕
も
ま
だ
不
明
な

点
が
多
い
が
、
掘
削
が
始
め
ら
れ

た
の
は
昭
和
1
9
年
9
月
ご
ろ
と

い
わ
れ
る
。
工
事
は
倉
庫
の
建
設

と
い
う
名
目
で
進
め
ら
れ
、
そ
の

内
容
は
極
秘
だ
っ
た
。
当
初
は
大

本
営
参
謀
本
部
が
入
る
予
定
で
あ

っ
た
が
、
計
画
が
変
更
さ
れ
、
大

本
営
は
松
代
に
移
転
し
た
。
そ
の

後
こ
の
地
下
壕
は
中
島
飛
行
機
制

作
所
に
移
管
さ
れ
た
。

掘
削
は
2
0
年
半
ば
ま
で
行
わ

れ
、
そ
の
間
、
丹
那
ト
ン
ネ
ル
を

完
成
さ
せ
た
工
作
隊
を
中
心
に
工

兵
隊
約
2
0
0
0
名
、
徴
用
工
員

3
0
0
0
名
が
投
入
さ
れ
た
。
徴

用
工
員
は
主
に
強
制
徴
用
に
よ
る

朝
鮮
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
一
説

に
よ
る
と
徴
用
工
員
は
7
0
0
0

人
を
越
え
て
い
た
と
い
う
。

地
下
壕
は
、
図
の
A
B
C
の
三

箇
所
に
掘
ら
れ
、
延
べ
約
3
k
m

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
囲
面
や
歩

い
た
感
じ
か
ら
判
断
す
る
と
1
0

k
m
は
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

中
島
飛
行
機
制
作
所
地
下
壕
の

出
来
上
が
る
の
を
追
っ
て
、
こ
こ

に
発
動
機
生
産
の
た
め
の
工
場
施

設
を
作
っ
て
い
っ
た
。
地
上
施
設

も
数
限
り
な
く
建
て
、
こ
こ
に
大

工
場
が
出
現
し
た
。

昭
和
2
0
年
の
春
頃
か
ら
工
場

が
稼
働
し
始
め
た
と
推
測
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
こ
で
働
い
た
工
員
数

は
約
3
万
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。

見
学
が
終
わ
っ
て
、
公
民
館
で

交
流
会
が
も
た
れ
た
。
全
国
各
地

か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体
か
ら
、

参
加
し
て
お
り
、
そ
の
教
は
7
0

数
名
に
及
ん
だ
。
こ
こ
で
の
話
の

中
で
、
特
に
「
丸
太
ン
棒
を
枕
に

し
て
寝
か
し
、
起
こ
す
と
き
は
丸

太
を
叩
い
て
起
こ
し
働
か
せ
た
」

と
い
う
話
が
耳
に
残
っ
た
。

お

願

い

（
会
費
納
入
に
つ
い
て
）

ま
だ
1
0
0
人
の
方
に
今
年
度

の
会
費
を
頂
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

未
納
の
方
は
、
是
非
お
納
め
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

未
納
の
方
に
は
払
い
込
み
用
紙

を
同
封
し
ま
し
た
。

編

集

後

記

◆
見
学
会
の
感
想
や
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
な
ど
の
原
稿
が

寄
せ
ら
れ
、
会
報
第
7
号
を

発
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
原
稿
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

◆
も
っ
と
余
裕
を
持
っ
て
編

集
・
印
刷
・
発
送
を
や
ろ
う

と
思
う
の
で
す
が
、
結
局
は

慌
た
だ
し
く
バ
タ
バ
タ
と
や

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
う
で
な
い
と
発
行
で
き
な

い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
。

◆
会
報
に
つ
い
て
ご
意
見
や

ご
感
想
が
あ
り
ま
し
た
ら
事

務
局
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

八王子市高尾の地下壕。ABCの3ヶ所に掘られ、巨
大なトンネルが碁盤の目のように縦横に走っている。


